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向、

1，499戸〈ー 1)

7，463人(-4) 

3，675人(-1) 

3，788人〈ー 3)

(57年 3月 1日現在〉

村 のようす

世帯数

人口

男

女

産み立ての一卵はひとつひとつ丁寧に採り集められる
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村
の
養
鶏
農
家
は
二
戸
、
そ
の
中
で
も
、
南

須
釜
字
舘
坂
の
大
野
嘉
一
さ
ん
は
、
昭
和
一
一
一
十

六
年
の
団
地
化
養
鶏
事
業
を
き
っ
か
け
に
、
養

鶏
を
始
め
て
二
十
一
年
に
な
り
ま
す
。

こ
こ
ろ

当
時
は
、
多
く
の
人
達
が
試
み
ま

L
た
が
、

一
人
去
り
、
二
人
去
り
す
る
中
で
、
大
野
さ
ん

夫
妻
は
根
気
よ
く
続
け
、
現
在
は
、
約
五
、

'0

0
0羽
の
に
わ
と
り
を
飼
い
、
一
日
平
均
二
三

五
勾
〈
約
四
、

0
0
0倍
以
の
卵
を
出
荷
し
て

い
ま
す
。

鶏
舎
内
に
入
る
と
、
ず
っ
と
奥
ま
で
「
と
さ

か
の
赤
」
と
「
羽
毛
の
白
」
が
見
事
な
ス
ト
ラ

イ
プ
を
措
い
て
い
ま
す
。

鶏
舎
内
は
合
理
的
に
造
ら
れ
、
卵
の
選
別
も

機
械
化
さ
れ
、
卵
の
重
さ
に
よ
り
、
自
動
的
に

選
別
さ
れ
ま
す
。

大
野
さ
ん
た
ち
の
日
課
は
、
午
前
中
に
餌
を

与
え
、
午
後
三
時
か
ら
採
卵
が
始
ま
り
、
採
卵

さ
れ
た
も
の
を
嘉
一
さ
ん
が
選
別
機
に
流
し
込

み
、
選
別
さ
れ
て
出
て
来
た
卵
を
、
奥
さ
ん
の

ヨ
金
平

米
さ
ん
が
手
早
く
箱
詰
め
し
ま
す
。

〈
鶏
ふ
ん
も
有
効
利
用
〉

乾
燥
し
た
鶏
ふ
ん
は
、
肥
料
と
し
て
多
く
使

わ
れ
て
い
る
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
で
す
が
、
大

そ
う

野
さ
ん
は
、
水
槽
に
鶏
ふ
ん
を
入
れ
、
メ
タ
ン

ガ
ス
を
発
生
さ
せ
、
そ
れ
を
お
風
呂
や
台
所
に

利
用
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
大
野
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
で
鶏
ふ
ん

を
入
れ
た
水
槽
に
、
ビ
ニ
ー
ル
を
か
け
、
ゴ
ム

ホ

i
ス
で
ガ
ス
を
送
る
と
い
っ
た
簡
単
な
仕
掛

で
す
が
、
援
か
く
な
る
に
つ
れ
、
メ
タ

γ
ガ
ス

の
発
生
が
盛
ん
に
な
り
、
四
月
頃
か
ら
、
十
一

月
戸い
っ
ぱ
い
利
用
で
き
、
燃
料
節
約
に
、
一
石

二
鳥
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
元
気
で
、
養
鶏
を
続
け
ら
れ
、

新
鮮
な
卵
を
送
り
出
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
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昭
和
五
十
七
年
度
当
初
予
算
が
三
月
定
例
議
会
で
議
決
さ
れ
ま
し

た
。
本
年
度
の
予
算
の
内
容
と
、
村
長
の
施
政
方
針
は
つ
ぎ
の
と
お

り
で
す
。

前
年
対
比
二
十
一
応
の
伸
び

本
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、
歳
入

歳
出
、
そ
れ
ぞ
れ
一
五
億
七
二

O
万
円

で
、
前
年
に
比
べ
二
十
一
応
と
高
い
伸

び
率
己
な
り
ま
し
た
。

ζ

れ
は
、
村
民

運
動
場
建
設
費
と
投
資
的
諸
事
業
の
増

額
に
よ
る
も
の
で
す
。

使用料及び手数料(1.7 Sる〉

26，251 

地方譲与税 (1.6%) 

24，000 

E動車取得税交付金(0.9%) 

14，000 

金 (0.7%) 

10.000 

入支0.3%)

4;¥119 

人(0.2必〉

2，;268 
金 (0.1:猪〉

H376 

交通安全対策特別交付金

収

越

収

付

産
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「
村
長
施
政
方
針
」

画
一
揮
官
川
容
量
一
京
一
一
一
的
高
推
進
w

一
九
八

0
年
代
の
今
日
、
国
及
び
地
対
応
を
迫
ら
れ
て
お
り
、
更
に
行
財
政

方
行
財
政
可
取
り
ま
く
環
境
は
、
厳
し
の
改
革
、
増
税
な
き
財
政
再
建
を
緊
急

さ
を
加
え
、
社
会
経
済
構
造
の
急
激
な
課
題
と
し
て
取
り
、組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

変

貌

の

中

に

あ

り

ま

す

。

な

い

情

勢

下

に

あ

り

ま

す

。

ま
た
高
齢
化
社
会
の
対
応
、
福
祉
並
従
来
の
景
気
浮
揚
の
た
め
の
起
債
発

ひ
に
敬
育
文
化
の
充
実
、
生
活
環
境
の
行
に
よ
る
、
公
共
事
業
の
実
施
は
、
公

改
善
、
地
域
経
済
の
振
興
等
の
課
題
を

・
債
費
を
増
大
し
肥
大
化
し
た
行
政
機
構

守
げ
て
、
地
方
公
共
団
体
は

1

多
様
と
高
い
行
政
水
準
を
維
持
す
る
義
務
的

引

1
な
が
ら
増
大
す
る
行
財
政
需
要
の
経
費
は
、
著
し
く
増
加
し
投
資
的
財
源

を
圧
迫
し
、
財
政
の
硬
直
化
を
き
た
し

て
い
ま
す
。

'こ
の
よ
う
な
現
状
か
ら
脱

却
す
る
た
め
に
は
、
行
政
改
革
の
趣
冨

を
徹
底
し
、
事
務
事
業
の
見
重
し
と
組

織
機
構
の
合
理
化
を
行
い
肥
大
化
し
た

行
政
の
減
量
を
図
り
、
多
様
す
る
住
民

の
要
請
を
的
確
に
把
握
し
な
が
ら
、
地

方
自
治
の
原
点
に
立
ち
か
え
っ
て
、
そ

の
効
率
的
運
営
を
進
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

私
は
、
こ
の
際
行
政
責
任
と
範
囲
、

受
益
と
負
担
等
の
問
題
を
含
め
村
民
の

皆
さ
ん
に
も
村
政
の
現
状
を
御
理
解
い

た
だ
い
て
、
そ
の
参
加
と
連
帯
の
も
と

に
、
真
に
地
方
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

個
性
豊
か
な
魅
力
あ
る
地
域
社
会
を
創

造
し
た
い
と
念
願
し
ま
す
。

本
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
り
、
激

増
す
る
財
政
需
要
の
歳
入
の
停
滞
、
物

価
、
人
件
費
の
高
騰
、
公
債
費
の
圧
迫

等
の
要
素
を
踏
え
、

付
-
般
財
源
、
特
定
財
源
の
確
保

口
重
点
的
投
資
事
業
の
導
入

目
財
源
の
効
率
的
配
分
と
均
衡

伺
消
費
的
経
費
の
節
減
と
合
理
化

等
を
重
点
と
し
て
検
討
と
計
留
を
進
め

(U.100) 

( 821) 

(4，401 

産資

民

定国

村

Ai5 
唱

軽

村

内‘
rデ~

硲

税

の

(単位千円〉(1 51 材木

で
参
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
本
年
度
の
一
般
会
計
予

算
の
総
額
は
、
一
五
億
七
百
二
十
万
円

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
、
一
二
億

九
千
三
百
九
六
万
九
千
円
、
水
道
特
別

会
計
四
千
六
百
七
七
万
八
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

村
政
の
指
標
と
し
て
、
本
年
度
は
、

次
に
述
べ
る
四
点
を
強
力
に
推
進
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

付
安
全
で
快
適
な
居
住
環
境
づ
く
り

道
路
、
水
道
、
住
宅
等
の
生
活
関
連

施
設
、
防
火
、
防
災
、
交
通
安
全
施
設

の
整
備
等
を
進
め
、
都
市
的
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
を
進
め
た
い
。
特
に
生
活
、
文

化
、
産
業
の
基
盤
と
な
る
道
路
の
改
良

整
備
を
重
点
と
し
、
幹
線
村
道
及
び
生

活
道
路
を
中
心
に
農
道
、
村
道
を
含
め

た
各
種
事
業
、
県
道
に
つ
い
て
も
大
巾

な
整
備
を
は
か
り
た
い
。

口
農
業
の
近
代
化
と
活
力
あ
る
豊
か
な

暮
し
づ
く
り

本
村
農
業
の
体
質
改
善
と
近
代
化
を

進
め
る
た
め
に
、
滋
河
地
造
成
、
区
画

整
理
、

農
道
及
、ひ
掛
町
用
水
施
設
の
整

備
、
水
田
再
編
対
策
の
合
理
化
等
農
業

基
盤
の
充
実
を
は
か
る
と
共
に
基
幹
作

自
の
近
代
化
に
必
要
な
諸
施
策
を
実
施

し
た
い
。

ま
た
、
本
年
度
初
め
て
単
独
事
業
と

し
て
肉
牛
の
貸
付
事
業
を
実
施
し
、
高

齢
者
貸
付
と
併
せ
て
、
四
千
頭
を
保
有

し
、
肉
牛
の
導
入
事
業
を
含
め
増
殖
を

は
か
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

同
教
育
と
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
の
掻
輿
K
¥

春の全国交通安全運動!i4月6日から4月15日まで」
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災害復旧費 (4.8必)

72，075 

費 (4.1%) 

62，181 

費 (3~0 %) 

45，633 

費ぐ0:3%) 

3，875 

費 (O.L%) 

1;516 

費

45 

2 

諸支出金

た

防

よL
Z三

工

備

働

商

予

労
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人口 1人当りに使われる予算

( 200，599円)

昭和57年 1月1日
現在人口 7，515人

〆
充
実
し
た
施
設
と
環
境
の
中
で
調
整

均
衡
の
と
れ
た
人
間
像
を
創
る
た
め
に

必
要
な
施
設
々
備
や
教
材
の
充
実
、
運

営
管
理
の
充
実
を
は
か
り
、
本
年
度
は

住
民
待
望
の
的
で
あ
っ
た
村
民
総
合
グ

ラ
ン
ド
が
地
権
者
の
皆
さ
ん
の
御
協
力

を
い
た
だ
い
て
土
地
を
取
得
し
ま
し
た

の
で
、
測
量
設
計
を
行
い
、
荒
造
成
及

び
進
入
道
路
、
橋
梁
の
整
備
を
進
め
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
東
部
地
区
に
来
年
度
建
設
を

予
定
し
て
い
る
体
育
館
の
敷
地
も
取
得

し
ま
す
の
で
、
こ
の
二
事
業
が
完
成
す

れ
ば
住
民
の
利
用
に
供
し
、
村
民
ス
ポ

ー
ツ
の
飛
躍
的
振
興
に
寄
与
出
来
る
も

の
と
期
待
す
る
次
第
で
す
。

ま
た
、
川
辺
小
学
校
に
プ

l
ル
を
建

設
す
ベ
し
予
算
を
取
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
四
辻
分
校
を
除
い
て
全
小
中
学
校

児
童
生
徒
が
プ

i
ル
を
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

川
西
建
康
で
幸
せ
な
福
祉
社
会
づ
く
り

社
会
福
祉
、
保
健
衛
生
、

J

健
康
増
進

の
た
め
の
施
設
の
整
備
、
各
種
制
度
の

充
実
、
予
防
、
検
診
、
医
療
と
併
せ
、

住
民
の
組
織
的
活
動
を
助
長
し
、
健
康

づ
く
り
や
助
け
合
い
な
ど
、
地
域
ぐ
る

み
の
運
動
を
盛
り
あ
げ
福
祉
と
健
康
の

向
上
を
目
指
し
た
い
。

国
福
島
空
港
の
受
入
れ
と
対
応

村
民
一
致
の
誘
致
運
動
が
成
功
し
て

玉
川
村
の
歴
史
に
と
っ
て
も
、
か
つ
て

類
例
を
み
な
い
画
期
的
な
で
き
事
で
あ

り
、
そ
の
受
け
入
れ
と
対
応
は
、
村
の

将
来
を
決
定
づ
け
る
程
の
重
大
な
意
義

を
も
つ
も
の
と
想
定
さ
れ
、
私
は
そ
の

責
務
の
重
式
(芯

一一を
痛
感
す
いる

次
へ第
一で

す。
お
よ
そ
空
港
誘
致
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

百
万
人
の
利
用
と
貨
物
の
流
通
の
拠
点

が
村
内
に
確
保
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

税
収
は
も
と
よ
り
、
周
辺
の
環
境
整
備

及
び
関
連
施
設
、
道
路
、
交
通
、
通
信

の
改
善
の
外
、
二
次
産
業
、
一
一
一
次
産
業

の
導
入
と
定
着
が
見
込
ま
れ
、
併
せ
て

農
業
の
近
代
化
を
促
し
、
住
民
の
一雇
用

の
確
保
及
び
所
得
の
増
大
が
期
待
さ

れ
、
村
の
発
展
の
契
機
と
な
る
こ
と
と

考
え
ま
す
。

県
は
昭
和
六
十
五
年
開
港
を
目
指
し

て
本
格
的
に
気
象
、
地
質
、
環
境
及
び

住
民
へ
の
影
響
調
査
、
周
辺
地
域
の
開

発
計
画
を
ま
と
め
、
六
十
年
ま
で
に
用

地
の
取
得
、
実
施
計
画
を
作
成
す
る
予

定
で
あ
り
ま
す
。

村
と
し
て
も
県
の
計
画
に
対
応
し
な

が
ら
、
自
主
性
、
主
体
性
を
堅
持
し
、

空
港
誘
致
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
確

保
し
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
最
少
限
に
圧
縮

し
、
真
に
地
域
の
振
興
と
住
民
の
幸
福

を
約
束
す
る
福
島
空
港
を
実
現
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
為
に
本
年
度
か
ら
必
要
な
予
算

の
確
保
と
、
英
知
の
結
集
に
そ
の
組
織

化
を
図
り
、
土
地
利
用
計
画
の
見
直

し
、
自
然
環
境
の
保
全
、
生
活
環
境
の

整
備
、
第
一
次
、
第
二
次
、
第
三
次
産

業
の
振
興
計
画
を
根
本
的
に
見
直
し
、

調
査
検
討
を
進
め
、
豊
か
な
未
来
を
確

保
す
る
村
の
振
興
計
画
を
樹
立
す
る
ス

タ
ー
ト
の
年
で
す
。

村
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
と
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

以
上
が
本
年
度
の
重
点
事
業
の
大
要

で
す
。

私
は
、
執
行
の
責
任
者
と
し
て
、
全

体
の
奉
仕
者
ずで
あ
る
全
職
員
の
指
揮
監

督
に
あ
た
り
網
紀
を
粛
正
し
、
行
政
の

効
率
的
な
運
営
を
図
り
、
住
民
の
負
託

に
応
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

あなた自身がつくるもの』『安全は、



一
一
昭
和
五
十
七
年
度
国
保
特
別
会
計
予
算
は
医
療
費
の
効
率
化
、
適
正
一
一

一
一
化
対
策
と
し
て
、
給
付
事
務
の
一
部
を
電
算
化
す
る
予
定
で
あ
り
、
被
一
一

一
一
保
険
者
が
年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
予
算
編
成
を
し
、
一
一

一
一
三
億
九
千
三
百
九
六
万
九
千
円
で
、
前
年
対
比
二

O
M
の
増
額
予
算
と
一
一

一

一

な

り

ま

し

た

。

一

一

4 

396万9千円

昭和57年 4月 1日No. 1 88 たま か わ広報

出〉(歳

100.。

入〉(歳

保

険

給

付

広

域

簡

易

水

道

三
億
六
千
八
七
万
八
千
円

の
内
容

療養諸費

(324，760千円)

給 等 妊 幼 乳 法
付そ産児児定
され婦一一七
れぞー 00害IJ

るれ O害IJ割
も割
の

一
ヶ
月
三
万
九
千

円
以
上
を

支
払
っ
た
場
合

そ
の
超
え
た
全
額

が
支
給
さ
れ

る
も
の
。

昭
和
五
十
七
年
度
広
域
簡
易
水
道

事
業
会
計
予
算
の
資
本
的
支
出
に
つ

い
て
は
、
県
道
母
畑
、
須
賀
川
線
、

南
須
釜
地
内
の
配
水
管
布
設
替
え
、

蒜
生
羽
根
石
、
小
高
江
平
線
の
拡
張
工

事
を
行
う
た
め
、
二
千
百
七
一
万
二
千

円
を
見
込
み
予
算
が
立
て
ら
れ
ま
し

た。

工事負担金

10，000 

建設改良費

23，656 

企業債償還金

2，512 

備費

500 

予

2. 

3. 

1. 収

入

出

支

(単位千円)

税

129，576円

険保

1世帯当り

春の防犯運動『カギかけは、家接みんなの合言葉」



たまかわ

ン

真
弓

さ
ん
、

広報

毎
日
の
いよ
う
に
、
蒜
生
地
内
の
道
路

沿
い
で
ゾ
ト毛
糸
の
帽
子
を
か
ぶ
り
、
ビ

ニ
ー
ル
袋
、を
さ
げ
、
投
げ
捨
て
ら
れ
た

空
カ
ン
を
拾
う
お
年
寄
り
の
姿
を
見
か

け
ま
す
。

こ
の
方
は
、
蒜
生
字
栗
木
内
に
住
む

真
弓
永
作
さ
ん
で
す
。

無
造
作
に
、
ヵ

γ
ジ
ュ
ー
ス
等
を
飲

み
、
車
窓
か
ら
又
は
歩
行
中
、
い
と
も

か
ん
た
一応
〆に
投
げ
捨
て
ら
れ
た
空
カ
ン

類
が
、
村
内
全
域
に
あ
ま
り
に
も
多
く

No. 188 昭和57年 4月 1日

丸

神

石

5 

当
地
方
で
は
珍
ら
し
い
こ
の
丸
お
神

さ
え

は
、
道
祖
神
と
し
て
、
或
い
は
塞
の
神

と
し
て
民
間
信
仰
の
対
象
と
さ
れ
、
石

褐
や
神
聖
な
場
所
に
認
ら
れ
て
い
る
。

写
真
の
丸
石
は
卵
型
で
、
他
の
一
つ

も
こ
れ
と
よ
も
似
た
卵
型
で
あ
る
。
ま

環
境
美

散
乱
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
見
か
ね
て

路
端
に
投
げ
捨
て
ら
れ
た
、
内
ヱ
カ
ン
類

を
毎
日
、
コ
ツ
コ
ツ
と
拾
い

集

め
て

は
、
危
険
物
と
し
て
処
理
し
て
く
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
真
弓
さ
ん
は
、

「
こ
れ
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
以
前

新
聞
で
埼
玉
の
老
人
の
記
事
を
読
ん
で

か
ら
で
、
運
動
に
も
な
る
し
、
ポ
ケ
な

い
為
に
も
い
い
ん
だ
よ
。
そ
れ
に
、
あ

ま
り
に
も
空
カ
ン
が
目
立
つ
ば
い
、
だ

か
ら
少
し
で
も
役
に
立
っ
か
と
思
っ
て

始
ま
っ
た
の
が
き
っ
か
け
だ
な
い
ご

「
道
路
沿
や
田
ん
ぼ
の
土
手
を
、
ニ

0

0
メ
ー
ト
ル
も
歩
く
と
、
も
う
袋
い
っ

ぱ
い
に
な
ん
だ
ぞ
い
、
ま
っ
た
く
た
ま

げ
た
」
と
な
に
げ
な
く
話
し
ま
す
G

そ

れ
だ
け
、
ポ
イ
捨
て
が
多
く
、
不
心
得

者
が
多
い
事
を
反
省
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

現
在
真
弓
さ
ん
は
、
蒜
生
の
危
険
物

収
集
場
所
の
監
視
員
を
努
め
ら
れ
、
自

頃
か
ら
環
境
美
化
に
は
、
何
か
と
陰
か

ら
奉
仕
さ
れ
て
お
り
、
近
所
の
住
民
か

ら
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。

ん
丸
い
型
や
石
俸

も
あ
り
大
小
さ
ま

ざ
ま
な
形
を
し
て

い
る
。
二
個
と
も

小
高
に
あ
り
、
村

内
の
飽
の
場
所
に

も
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。

心
当
り
の
方
は

ご
教
示
訟
が
い
ま

す。

青少年問題協議会発足

委

嘱

状

交
付
さ
れ
る

村
青
少
年
問
題
協

議
会

は
、
去
る
二
月
二
十
七
日
、

午
前
十
時
か
ら
、
役
場
会
議

室
で
開
催
さ
れ
、
発
足
と
同

時
に
協
議
会
委
員
に
委
嘱
状

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
会
の
目
的
は
、
青
少

年
の
家
庭
や
学
校
、
そ
の
他

社
会
生
活
な
ど
広
範
囲
か
ら

問
題
点
を
協
議
し
、
各
種
田

体
と
連
絡
を
図
り
な
が
ら
、

青
少
年
の

非
行
化
を
防
止
し
、
明
る
く
住
み
よ
い

地
域
社
会
の
形
成
と
、
更
に
青
少
年
の

健
全
育
成
を
目
指
し
発
足
し
た
中
枢
機

関
で
す
。

協
議
会
委
員
は
、
村
長
外
、
各
分
野

か
ら
の
委
員
十
六
名
で
構
成
さ
れ
、
事

務
局
は
、
住
民
課
に
設
置
さ
れ
て
い
ま

す。
委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

佐
久
間
倉
太
〈
議
会
議
長
〉
奥
野
義
章

ハ議
会
文
厚
委
員
長
〉
塩
沢
直
利
ハ
助

委嘱状を手にする村学校長会長の間部政雄氏小高地内で発見された丸石神

役〉

関
根
忠
孝
〈
教
育
長
)
白
旗
幹
雄

(
公
民
館
長
〉
山
崎
甲
子
郎
(
住
民
課

長
〉
関
部
政
雄
〈
校
長
会
長
)
伊
藤
重

義
(
泉
郷
、
駐
在
警
察
官
)
斎
藤
昭
夫

(
須
釜
駐
在
警
察
官
〉
塩
沢
政
与
(
民

生
児
童
委
員
)
高
林
健
代
へ
泉
婦
人
会

長
〉
大
野
サ
ク
〈
須
釜
婦
人
会
長
〉
小

山
田
伸
(
社
会
教
育
委
員
長
)
高
林
浅

二
(
区
長
会
長
)
戸
津
今
朝
吉
〈
小
中

学
校
P
T
A
連
絡
会
長
〉
石
森
田
郎
一

〈
玉
青
協
会
長
〉

衣

類

の

四
月
は
、
冬
物
と
春
物
の
出
し
入

れ
の
時
季
で
す
。

衣
類
の
手
入
れ
は
万
全
に
し
た
い

も
の
で
す
。

害
虫
を
防
ぐ
た
め
に
虫
干
し
を
し

ま
し
ょ
う
。

八
虫
干
し
の
時
期
V

衣
類
の
収
納
替
え
を
し
て
か
ら
三

ヶ
月
自
く
ら
い
に
虫
害
の
有
無
の
点

検
を
し
ま
し
ょ
う
。
室
内
の
暖
房
が

普
及
し
て
い
る
の
で
厳
冬
期
で
も
害

虫
が
活
躍
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。虫

干
し
は
、
一
二
日
間
ぐ
ら
い
晴
れ

が
続
い
た
最
後
の
日
、
十
一
時
J
十

五
時
に
か
け
て
効
果
的
で
す
。

議
窓
を
開
け
、
風
向
き
と
平
行
に
衣

服
を
広
げ
て
か
け
、
途
中
で
裏
返
し

ま
す
。

翁
収
納
具
や
押
し
入
れ
の
す
み
ま
で

掃
除
し
て
通
風
し
ま
す
。

虫

退
ムム
バコ

。
ご
み
、
か
び
、
虫
食
い
を
調
べ
、

よ
く
ほ
こ
り
を
払
っ
て
防
虫
剤
を
補
充

し
て
収
納
し
ま
す
。

(
く
ら
し
の
豆
識
か
ら
〉

エ
ネ
ル
ギ
ー

も
の
し
り
テ
ス
ト
③

1
日
本
の
石
油
消
費
量
は

世
界
で
何
番
目
?

A
1
番
目

B
2
番
自

C
3
番
目

A
M
M
N
 

B
日
必

C
M
M
 

2
日
本
の
人
口
は
世
界
の

約
二
・
六
%
、
そ
れ
で

は
石
油
の
消
費
量
は
何

が
ぐ
ら
い
?

3
日
本
の
一
年
間
の
石
油

の
消
費
量
は
?

A
幻
億
I

B
M
信
t

C
M
億
t

(
正
解
は
8
ペ
ー
ジ
最
後
〉



⑧ 
確
定
申
告
が
間
違

っ
て
い
た
と
き
は

'<>' .、。，曹、。， .、。，曹、。&・、号'司、<>'

昭
和
白
年
国
勢
調
査
結
果
の
概
要
が
と
の
ほ
ど
総
理
府

統
計
局
か
ら
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
乙
れ
は
、
昭
和
五
十
五

年
十
月
一
日
現
在
で
、
大
規
模
に
実
施
さ
れ
た
調
査
で
す
。

結
果
は
、
社
会
経
済
諸
施
策
等
行
政
施
策
花
、
人
口
分

析
資
料
と
し
て
、
各
種
標
本
調
査
K
、
又
は
、
一

t

般
の
会

社
等
に
も
広
く
利
弔
さ
れ
、
人
口
、
世
帯
数
等
は
、
地
方

交
付
税
算
定
の
基
礎
資
料
と
も
な
り
ま
す
。
公
表
さ
れ
た

概
要
は
グ
ラ
フ
で
ど
覧
く
だ
さ
い
。

前
回
よ
り
一
八
三
人
増

村
の
国
勢
調
査
入
口
は
、
男
三
、
六

人
一
五
人
、
女
三
、
七
四
六
人
で
総
人
口

が
七
、
四
一
三
人
と
な
り
五
十
年
調
査

に
比
べ
一
八
三
人
〈
二
、
五
銘
)
増

加
じ
だ
乙
と
に
な
り
ま
す
。

世
帯
数
で
は
一
、
四
九
三
戸
で
四
九

戸
(
三
、
四
銘
)
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

人
口
の
年
齢
別
構
成
は
、
グ
ラ
フ

の
よ
う
な
人
口
プ
ラ
ミ
ッ
ド
を
作
り

三
十
五
才
t
四
十
四
才
の
層
で
大
き

な
減
、
二
十
五
才
t
二
十
九
才
の
層

小
さ
く
な
っ
た
世
帯
人
員

ω
日

ω

&o. 

6 

&o. 

A
W的
Q
W
ω
0仰
の
貝
沢
一
日

&o. 

確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
後
で
、

計
算
や
内
容
に
間
違
い
が
あ
る
こ
と

に
気
付
い
た
人
は
お
り
ま
せ
ん
か
。

確
定
申
告
が
間
違
っ
て
い
た
と
き

は
す
ぐ
に
「
修

E
申
告
」
(
少
な
く

申
告
し
た
場
合
)
や
「
更
正
の
請
求
」

(
多
く
申
告
し
た
場
合
〉
を
し
て
正

し
い
金
額
に
訂
正
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た

と
き
は
、
申
告
期
眼
後
で
も
申
告
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
お
早
め
に
ど

う
ぞ
グ

z昌弘

う去5.J9}

tb， dA75; 

品
ω

0
宍

oぬ
Q
認
良
府
一

議
会
議
長
。
ぉ
一
一

ob. 企Lι.ob.

人

で
増
加
を
見
ま
す
。
乙
れ
は
、
戦
後

か
ら
の
社
会
情
勢
K
合
っ
た
年
齢
構

成
を
示
し
て
い
る
と
も
い
え
ま
す
。

年
齢
別
比
率
は
、
六
十
五
歳
以
上

の
老
齢
人
口
が
全
体
の
一
一
、
一
妬

十
五
歳
I
六
十
四
歳
ま
で
の
生
産
年

齢
人
口
が
六
五
、
五
労
、
十
四
歳
ま

で
の
少
年
人
口
が
二
三
、
四
%
の
割

合
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
村
の
十
年

二
十
年
後
を
推
定
し
た
場
合
、
よ
り

高
い
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
乙
と
に

な
り
ま
す
。

春の全国交通安全運動 [['4月6日から4月15臼まで」

6 

4 

2 

5 

65.5 % 

少年人口生産年齢人口

老齢人口の占める比率

( 4，869人)

少
額
貯
蓄
等
利
用
者

力

i
ド
と
は

昭
和
五
十
九
年
か
ら
、
非
課
税
貯

蓄
を
す
る
場
合
に
は
、
少
額
貯
蓄
等

利
用
者
カ

i
ド
が
必
要
に
な
る
こ
と

を
、
ご
存
知
で
す
か
。

少
額
貯
蓄
等
利
用
者
カ

l
ド
制
度

の
内
容
や
交
付
申
請
手
続
な
ど
詳
し

い
こ
と
は
、
最
寄
り
の
税
務
相
談
室

や
税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

昭和57年 4月 1日

601生

501.産

卜年
407齢

制人

。lji

11 
21 (女)3.746人

62 
100 

200 

場

(
ω
@
G

W
マ

(ω
⑦
①

3
9
9
0
 

側

)(ω
⑦
②
②

与
の
@
②
⑦

例
。
⑦
⑦
⑦
⑦

~Å I⑦⑦⑦⑦⑦巴
55 
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労
働
保
険
の
年
度

更
新
を
忘
れ
ず
に

50 

昭
和
五
十
七
年
度
の
労
働
保
険
の

年
度
更
新
を
す
る
時
期
'
に
な
り
ま
し

た
。
四
月
初
め
に
局
、
叉
は
県
か
ら

送
付
さ
れ
る
申
告
書
用
紙
と
記
入
要

0

0

0

0

 

領
を
よ
く
読
ん
で
、
五
月
十
五
日
ま

0

0

0

0

0

0

0

0

 

で
に
、
自
主
申
告
、
自
主
納
付
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
期
日
ま
で
に
申
告
で

0

0

0

0

 

き
る
よ
う
、
賃
金
台
帳
等
を
整
備
し

て
お
き
ま
し
う
。福

島
労
働
基
準
局

福
島
商
工
労
働
部

たまかわ

(努) 3.685人

200 

広報

300 

9 

6 

8 

7 
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戦没者遺族の皆さんへ

特別弔慰金の時効が迫っておりますので

該当者は請求もれのないよう ζ注意くださ

。支給対象者

(1) 昭和50年4月1日~昭和54年 3月31

月までの間に公務扶養料v遺族年金等

の受給権者がいなくなったもの

(2) 戦没者等が18睦海軍部内の判任文官

で昭和54年 4月 l自において公務扶助

料の受給権者がし、なくなったもの

。 支給方法

国債で交付

@国債の名称(記号〉

第三回特別弔慰金国庫債券〈い号〉

令国債の額面

120，000円

。国債の発行日

昭和54年10月 1目

。償還金支払日

昭和55年6月15日~昭和60年6月15日

(6年償還)

。時効期日

昭和57年 5月7日

φ 請求手続

支給を受けるためには該当される皆さ

んの請求が必要で、す。

なお請求用紙等については役場住民課

に備えてあります。

米
消
費

昭和57年 4月 1日

米
消
費
拡
大
推
進
協
議
会
で
は
、
米

消
費
拡
大
運
動
の
一
環
と
し
て
、
村
内

小
学
六
年
生
の
児
童
か
ら
、
推
進
用
ポ

ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
農
産
物
の
自
給
力
の
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、
二
十
一
世
紀
の
担

い
手
で
あ
る
、
児
童
の
米
飯
に
対
す
る

理
解
と
関
心
を
高
め
る
た
め
に
お
こ
な

っ
た
も
の
で
、
九
十
作
が
出
品
さ
れ
ま

し
た
。作

品
の
中
に
は
、
今
人
気
を
呼
ん
で

い
る
、
あ
ら
れ
ち
ゃ
ん
な
ど
も
登
場
し

小
学
生
ら
し
い
タ
ッ
チ
と
図
案
で
、
審

査
に
も
甲
乙
付
け
が
た
い
作
品
ば
か
り

で
し
た
。

上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

最
優
秀
賞

関
根
博
幸
(
須
釜
小
)

優

秀

賞

矢
部
文
江
ハ
川
辺
小
〉

塩
沢
美
和
ハ
須
釜
小
)

佐
藤
広
行
ハ
須
釜
小
〉

小
針
仁
一
ハ
玉
一
小
〉

佳

作小
し
針
佳
子
(
玉
一
小
〉

平
井
里
利
子
ハ
玉
一
小
〉

榊
校
美
智
子
ハ
須
釜
小
)

一
一
一
瓶
さ
と
み
ハ
川
辺
ヂ
〉

相
楽
勝
美
ハ
須
釜
小
〉

大

越

典

幸

(
須
釜
小
〉

関

根

安

彦

円
玉
一
小
)

真

弓

保

彦

(
玉
一
小
)

矢

吹

光

子

(
須
釜
小
〉

森

俊

雅

〈
須
釜
小
〉

矢

部

春

美

ハ
川
辺
小
)

幸
く

コ
ン
ク
ー
ル

寂通し歩いたナイい刈ク
〈須釜農協から滝根町まで〉

玉
川
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

部

長

大

和

田

レ
ク
指
導
者
を

目
指
す
方
は
是
非

ダ
ソ
ス
ク
ラ
ブ
は
、
昭
和
五
十
三
年

に
設
立
し
、
現
在
ク
ラ
ブ
員
は
十
三
名

お
も
に
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
レ
ク
リ
ェ

ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
相
互
の
理
解
と
親
睦
を
深

め
、
地
域
に
和
を
広
げ
る
た
め
、
夏
に

は
キ
ャ
ン
プ
、
秋
は
、
ナ
イ
ト
ハ
イ

ク
、
先
『
に
は
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

-ES留
置
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暢
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暢
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宏

と
、
と
て
も
楽
し
い
ク
ラ
ブ
で
す
。

青
少
年
の
健
全
育
成
に
も
役
く
立
て
ら

れ
る
地
域
の
レ
ク
指
導
者
を
養
成
す
る

ク
ラ
ブ
で
も
あ
り
ま
す
。

設
立
当
時
は
、
役
員
の
人
達
が
、
テ

キ
ス
ト
を
研
究
し
な
が
ら
部
員
に
教
え

て
始
ま
っ
た
も
の
で
す
が
、
今
で
は
、

二
十
数
曲
の
ダ
ン
ス
を
踊
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

練
習
臼
は
、
毎
月
第
二
、
第
四
火
曜

日
、
須
釜
公
民
館
で
行
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
い
っ
し
ょ
に
踊
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

情

冊

目

欄

-----aE曹

-a園

間

同

--m---------""・
--"--az--

米
消
費
拡
大
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

先
月
号
に
つ
づ
き
調
査
結
果
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
〈
中
学
三
年
生
を

対
象
〉

三
、
学
校
給
食
は
ど
ん
な
食
事
が
好

き
で
す
か

ご
は
ん
を
中
心
と
し
た
食
事
釘
%

パ
ン
を
中
心
と
し
た
食
事
げ
が
月

め
ん
類
を
中
心
と
し
た
食
事

m
M

四
、
学
校
給
食
に
つ
い
て
あ
な
た
の

希
望
は
、

ご
は
ん
と
パ
ン
給
食
で
よ
い

M
H
M

ご
は
ん
給
食
に
変
え
て
ほ
し
い
的
形

ど

ち

ら

で

も

よ

い

日

必

パ
ン
給
食
に
変
え
て
ほ
し
い

I
M

五
、
こ
れ
か
ら
の
食
生
活
に
つ
い
て

あ
な
た
の
考
え
は

ご
は
ん
は
、
日
本
古
来
の
主
食
で
日

本
人
に
は
合
っ
て
い
る
し
、
オ
カ
ズ

を
変
え
る
こ
と
に
よ
り
栄
養
の
パ
ラ

ソ
ス
も
豊
か
に
な
り
、
し
か
も
安
い

の
で
パ
ン
食
を
減
ら
し
て
行
き
た

い
O

M

灯
弱

。
日
本
古
来
の
ご
は
ん
、
西
洋
化
し

② 

た
パ
ン
食
を
ほ
ど
よ
く
取
り
入
れ
、
よ

り
変
化
に
富
ん
だ
食
生
活
を
し
た
い
。必

声

。
日
本
の
食
生
活
は
西
洋
化
し
、
パ
ン

牛
乳
、
肉
類
の
食
生
活
に
す
る
こ
と
が

好
ま
し
い
し
、
小
麦
の
自
給
は
、
四
%

で
あ
る
が
輸
入
の
心
配
も
な
い
の
で
ご

は
ん
を
減
ら
し
て
行
き
た
い
。

7
M

以
上
が
米
食
に
関
す
る
ア
ン
ケ

i
ト

結
果
で
す
。

農
村
地
帯
で
あ
る
私
達
の
食
生
活
の

中
に
も
著
し
い
米
離
れ
傾
向
は
見
ら
れ

な
い
も
の
の
、
今
後
、
若
い
世
代
の
意

識
と
し
て
は
、
パ
ン
を
ま
っ
た
く
取
り

入
れ
な
い
食
生
活
は
な
く
、
ご
は
ん
が

中
心
で
は
あ
る
が
、
パ
ン
を
ほ
ど
よ
く

取
り
入
れ
た
食
生
活
を
望
ん
で
い
る
も

の
が
、
全
体
的
に
見
た
場
合
叶
%
を
占

め
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

協
議
会
と
し
て
は
、
こ
れ
に
対
応
し

て
、
米
食
で
の
変
化
に
富
ん
だ
食
生
活

の
研
究
と
普
及
推
進
が
今
後
の
課
題
で

す。

車のみえないまがりかと、』『あぶないよ、
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公
民
館
主
催

日
本
画

教

室

生
徒
募
集

昭和57年 4月 1日

自
ら
の
手
で
絵
を
措
く
こ
と
の
楽
し

さ
を
味
わ
い
な
が
ら
健
康
で
豊
か
な
人

間
形
成
を
め
ざ
す

E
本
画
教
室
は
、
花

や
木
、
鳥
な
ど
自
然
の
題
材
を
つ
か
っ

て
初
心
者
で
も
簡
単
に
描
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

希
望
者
は
、
公
民
館
へ
申
し
込
み
く

だ
さ
い
c

期
間
昭
和
幻
年
4
月
J
8
月

月
2
回
、
第
2

・
4
火
曜
日
、

午
後
1
時
め
分
J
3
時
加
分

玉
川
村
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

矢
吹
町
・
熊
田
桜
崖
先
生

No. 1 88 たまかわ

講場
部所

健
康
な
牛
づ
く
り
は

三
株
山
牧
場
へ

夏
期
放
牧
預
託
申
し
込
み
を
受
け
付

け
ま
す
。

入
牧
の
条
件

。
六
ヶ
月
以
内
に
結
核
プ
ル
セ
ラ
病
の

検
査
を
受
け
陰
性
で
、
生
後
六
ヶ
月

齢
以
上
の
も
の
。

。
プ
ロ
プ
ラ
ズ
マ
病
検
査
及
び
一
般
臨

床
検
査
の
結
果
放
牧
が
適
当
と
認
め

ら
れ
る
も
の
。

。
月
齢
相
当
の
発
育
を
示
し
、
悪
癖
の

な
い
も
の
0

0

原
則
と
し
て
家
畜
共
済
に
加
入
し
て

い
る
も
の
0

0

一
一
一
株
山
牧
場
互
助
会
に
加
入
し
た
も

の。尚
、
放
牧
予
定
三
十
日
前
か
ら
舎
外

に
出
し
て
外
気
に
馴
れ
さ
せ
ま
し
ょ
う

申
し
込
み
は
、

o
石
川
酪
農
業
協
関
組
合

T
E
L
ハO
一一回収}ニ)六
1
1
一
一
一
一
入

。
一
ニ
株
山
地
区
共
同
利
用
模
範
牧
場

T
E
L
(
O
ニ四七五一一一〉一一二七

O

し
尿
く
み
取
、
火
葬
場

使
用
料
金
の
改
正

四
月
一
日
よ
り
し
尿
く
み
取
手
数
料

及
び
火
葬
場
使
用
料
金
が
改
正
に
な
り

ま
す
。し

尿
く
み
取
手
数
料

「

/

/

/

一

糊

品

一

糊

ぷ

一

一

基

本

料

金

一

九
0
0
円
一
一
、
0
0
0
円一

一

十

八

リ

ッ

ト

ル

一

一

一

一
増
す
ご
と
の
一
九
O

円
一
一
C

O

B

一

加

算

一

一

一

火
葬
場
使
用
料
金

「
/
/
/
一
改
正
前
一
改
正
後
一

一

/

/

/

/

一

料

金

一

料

金

一

一
十
三
才
以
上
一
一
一
一
、
0

8

1

3

0

0

円一

一
十
一
一
一
才
未
満
了
一
、
否
。
円
一
回
、
0
0
0
円一

富
良
年
金
四
月
か
ら

の

保

険

料

ズ

五
、
ニ
ニ
O
円
に

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
今
年
四
月

か
ら
一
カ
月
分
五
、
ニ
ニ

O
円
と
な
り

ま
す
。間

民
年
金
の
給
付
費
は
-
被
保
険
者

が
納
付
す
る
保
険
料
の
積
立
金
と
国
庫

金
に
よ
っ
て
賭
わ
れ
て
お
り
、
国
民
年

金
の
健
全
な
財
政
を
保
つ
た
め
、

，年
金

額
の
引
き
上
げ
に
伴
い
、
保
険
料
の
額

も
引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
を
納
め
忘
れ
た
り
し
ま
す

と
、
障
害
年
金
や
母
子
年
金
が
、
ま
た

将
来
老
齢
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ

た
り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
保

険
料
は
必
ず
期
限
ま
で
に
納
め
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

(
福
島
地
方
気
象
台
発
表
)

前
線
の
影
響
を
受
け
や
す
く
、
曇
り

や
雨
の
日
が
多
い
，
ぞ
し
よ
う
。
月
平
均

の
気
温
は
、
平
年
並
か
や
や
低
く
、
降

水
量
は
、
平
年
並
か
や
や
多
い
見
込
み

で
す
。

9
日
(
金
〉

住
民
課
衛
生
関
係

事

業

予

定

3
日
(
土
)
母
親
学
級

就
業
改
諮
問
セ
ン
タ

ー
午
前
9
時
加
分

J
ロ
時

8
日
ハ
火
)
妊
婦
検
診

(
西
部
〉
母
子
セ

ン
タ
ー
午
後
1
時

1
2時

8
日
ハ
木
)
経
口
生
ポ

リ
オ
マ
ワ
ク
チ
ン
〈
小
児
マ

ヒ
〉
第
一
回
一
投
与
須
釜

公

民

館

午

後
1
時
初
分

1
2時
ぬ
分

経
口
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン

ロ
日
ハ
月
〉

(
小
児
マ
ヒ
〉
第
一
一
回
投

与
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
午

後
1
時

ω分
J
2
時
初
分

献
血
午
前
日
時
J
午
後

4
時

妊
婦
検
診
〈
東
部
〉
母
子

セ
ン
タ

i

午
後
1
時

1

2
時

乳
幼
克
検
診
母
子
セ
ン

タ

ー

午

後

1
時
J
2
時

畜
犬
登
録
及
び
第
一
一
回
狂

犬
病
予
防
注
射
〈
西
部
〉

畜
犬
登
録
及
び
第
一
一
回
狂

犬
病
予
防
注
射
〈
東
部
)

初
日
ハ
火
〉

n
日
(
木
〉

m
m
E
〈
月
)

計
日
(
火
〉

心
配
ご
と
相
談
定
例
日

毎
週
火
曜
日
を
定
例
日
と
し
て
お
り

ま
す
。
そ
の
ほ
か
随
時
気
軽
に
お
い
で

下
さ
い
。
電
話
、
夜
間
、
休
日
、
出
張

も
い
た
し
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

秘
密
厳
守
、
無
料
で
す
。
〈
社
協
)

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

社
会
福
祉
活
動
資
金
と
し
て
次
の
方

々
よ
り
ど
芳
志
を
頂
き
ま
し
た
。
厚
く

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

記

一
金
壱
万
円
也

一
金
壱
万
円
・
也

一
金
参
万
円
也

一
金
壱
万
円
也

一
金
壱
万
円
也

一
金
壱
万
円
也

有

賀

三

郎

殿

須

藤

金

重

殿

石

山

晴

雄

取

真

弓

忠

清

殿

須

藤

光

久

殿

太

田

竹

雄

殿

(
社
協
)

お

め

で

た

(
一
一
月
分
の
出
生
届
書
か
ら
〉

オ士

跡地

区
生

出
生
党
氏
名

溝

井

達

雄

保
護
者
名

松

雄

山北南岩小蒜

小須"須法中

屋釜釜寺高生

矢

吹

龍

司

高
原
麻
理
恵

岩

谷

研

吾

吉
田
麻
里
子

小

原

幸

江

大

越

朔

子

榊
技
由
紀
子

石

森

丈

弘

耳

目

一

史

朗

幸

雄正

幸

雄専

松

夫
国

雄

お

や

み

く

地

(
二
月
分
の
死
亡
届
書
か
ら
〉世

帯

死
亡
者
氏
名
年
令

主
名

双

星

多

喜

蔵

乃

正

義

須

藤

キ

ヨ

礼

金

重

須

藤

ヨ

シ

礼

寛

一

石
山
金
之
助

ω
テ

ル

吉

田

正

一

日

正

春

真

野

自

道

徳

部

真

衛

大

野

キ

イ

お

正

徳

大

越

カ

メ

鈎

四

郎

石

井

梅

吉

出

貞

一

区

川

辺
小

高

山
石
法
寺

南
須
釜

北
須"
釜編

集

後

記

一
年
を
通
じ
て
4
月
は
、
気
温
上
昇

の
割
合
が
一
番
大
き
い
と
い
わ
れ
、
花

曇
り
の
日
が
多
く
、
気
分
的
に
も
ゆ
る

み
が
ち
な
季
節
で
す
。
幼
稚
菌
か
ら
大

学
ま
で
、
新
し
く
入
学
さ
れ
る
方
に
と

っ
て
今
人
生
の
一
つ
の
関
門
に
立
っ
た

わ
け
で
す
。

4
月
6
日
J
日
日
ま
で
は

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
で
も
あ

り
ま
す
。
通
園
、
通
学
時
に
は
十
分
気

を
付
け
、
楽
し
い
新
学
期
の
ス
タ
ー
ト

に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
空
気
が
乾
操
し
て
い
ま
す
。

農
作
業
で
野
焼
き
を
す
る
際
、
火
の
元

に
は
注
意
し
て
下
さ
い
。

…
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
の
し
り
テ
ス
ト
の
…

~
正
解

C

C

A

山

山

1

2

3

着用しようー勺Fシート@ベルトを




